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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成23年10月13日(2011.10.13)

【公開番号】特開2009-210748(P2009-210748A)
【公開日】平成21年9月17日(2009.9.17)
【年通号数】公開・登録公報2009-037
【出願番号】特願2008-52772(P2008-52772)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ  13/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ  13/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成23年3月15日(2011.3.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　物体側から順に、
　１枚の負レンズ成分と、
　正レンズ成分と、
　像側に曲率の大きい凹面を有する負レンズ成分と、
　開口絞りと、
　物体側に曲率の大きい凹面を有する負レンズ成分と、
　正レンズ成分と、を有し、
　最も物体側に配置された前記負レンズ成分の、物体側のレンズ面の曲率半径をＲ１とし
、像側のレンズ面の曲率半径をＲ２とし、シェイプファクターをＳＦ１としたとき、次式
０．７５　＜　ＳＦ１　＜　１．６０
　　但し、ＳＦ１　＝　（Ｒ１＋Ｒ２）／（Ｒ１－Ｒ２）
の条件を満足する撮影レンズ。
【請求項２】
　像側に曲率の大きい凹面を有する前記負レンズ成分の当該凹面の曲率半径をＲｓ－１と
し、物体側に曲率の大きい凹面を有する前記負レンズ成分の当該凹面の曲率半径をＲｓ＋
１としたとき、次式
０．５　＜　｜Ｒｓ－１／Ｒｓ＋１｜　＜　１．３
の条件を満足する請求項１に記載の撮影レンズ。
【請求項３】
　最も物体側に前記１枚の負レンズ成分を有し、
　最も像側に前記正レンズ成分を有し、
　前記開口絞りの物体側に、前記像側に曲率の大きい凹面を有する負レンズ成分を有し、
　前記開口絞りの像側に、前記物体側に曲率の大きい凹面を有する負レンズ成分を有する
請求項１または２に記載の撮影レンズ。
【請求項４】
　最も像側に配置された前記正レンズ成分は、当該正レンズ成分の、物体側のレンズ面の
曲率半径をＲｉ１とし、像側のレンズ面の曲率半径をＲｉ２とし、シェイプファクターを
ＳＦｉとしたとき、次式
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－０．９　＜　ＳＦｉ　＜　－０．８
　　但し、ＳＦｉ　＝　（Ｒｉ１＋Ｒｉ２）／（Ｒｉ１－Ｒｉ２）
の条件を満足する請求項１～３いずれか一項に記載の撮影レンズ。
【請求項５】
　最も像側に配置された前記正レンズ成分と、物体側に曲率の大きい凹面を有する前記負
レンズ成分との間に、正レンズ成分を有する請求項１～４いずれか一項に記載の撮影レン
ズ。
【請求項６】
　像側に曲率の大きい凹面を有する前記負レンズ成分と物体側に曲率の大きい凹面を有す
る前記負レンズ成分とは、それぞれ接合レンズとして構成されている請求項１～５いずれ
か一項に記載の撮影レンズ。
【請求項７】
　最も物体側に配置された前記負レンズ成分と、像側に曲率の大きい凹面を有する前記負
レンズ成分との間に、複数の正レンズ成分を有する請求項１～６いずれか一項に記載の撮
影レンズ。
【請求項８】
　最も物体側に配置された前記負レンズ成分の焦点距離をｆｎとし、当該撮影レンズ全系
の焦点距離をｆとしたとき、次式
１．０　＜　（－ｆｎ）／ｆ　＜　２．３
の条件を満足する請求項１～７いずれか一項に記載の撮影レンズ。
【請求項９】
　物体側に曲率の大きい凹面を有する前記負レンズ成分より像側に配置される屈折力を有
する光学素子は、すべて正の屈折力を有する請求項１～８いずれか一項に記載の撮影レン
ズ。
【請求項１０】
請求項１～９いずれか一項に記載の撮影レンズを備えた光学機器。
【請求項１１】
　物体側から順に、１枚の負レンズ成分と、正レンズ成分と、像側に曲率の大きい凹面を
有する負レンズ成分と、開口絞りと、物体側に曲率の大きい凹面を有する負レンズ成分と
、正レンズ成分と、を配置し、最も物体側に配置された前記負レンズ成分の、物体側のレ
ンズ面の曲率半径をＲ１とし、像側のレンズ面の曲率半径をＲ２とし、シェイプファクタ
ーをＳＦ１としたとき、次式
０．７５　＜　ＳＦ１　＜　１．６０
　　但し、ＳＦ１　＝　（Ｒ１＋Ｒ２）／（Ｒ１－Ｒ２）
の条件を満足する撮影レンズを用いた結像方法。
【請求項１２】
　フォーカシングの際、前記開口絞りは光軸に沿って移動する請求項１１に記載の撮影レ
ンズを用いた結像方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　また、このような撮影レンズは、像側に曲率の大きい凹面を有する負レンズ成分の当該
凹面の曲率半径をＲｓ－１とし、物体側に曲率の大きい凹面を有する負レンズ成分の当該
凹面の曲率半径をＲｓ＋１としたとき、次式
０．５　＜　｜Ｒｓ－１／Ｒｓ＋１｜　＜　１．３
の条件を満足することが好ましい。
　また、このような撮影レンズは、最も物体側に１枚の負レンズ成分を有し、最も像側に
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正レンズ成分を有し、開口絞りの物体側に、像側に曲率の大きい凹面を有する負レンズ成
分を有し、開口絞りの像側に、物体側に曲率の大きい凹面を有する負レンズ成分を有する
ことが好ましい。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　また、このような撮影レンズにおいて、最も像側に配置された正レンズ成分は、当該正
レンズ成分の、物体側のレンズ面の曲率半径をＲｉ１とし、像側のレンズ面の曲率半径を
Ｒｉ２とし、シェイプファクターをＳＦｉとしたとき、次式
－０．９　＜　ＳＦｉ　＜　－０．８
　　但し、ＳＦｉ　＝　（Ｒｉ１＋Ｒｉ２）／（Ｒｉ１－Ｒｉ２）
の条件を満足することが好ましい。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　本発明に係る撮影レンズ、この撮影レンズを備えた光学機器、及び、撮影レンズを用い
た結像方法を以上のように構成すると、諸収差を良好に補正することができ、画角が５０
°程度で、射出瞳が長い撮影レンズ、光学機器及びこの撮影レンズを用いた結像方法を得
ることができる。


	header
	written-amendment

